
1 トゥリバー地区マリーナ（オーナーバース）の契約は単年度（許可日～次年３月３１日迄）

とする。

2 マリーナへ単独で立入及び使用ができる者の定義について

① 使用者（宮古島市長より許可を受け、船舶検査証に名前の記載がある者）

② 共同所有者（船舶検査証に名前の記載がある者）※複数名記載がある場合は代表者一人

③ 事前に港湾課へ申請し許可を得た使用者の配偶者及び１親等の者

④ 事前に港湾課へ申請し許可を得た共同使用者＝クルー（使用者と雇用関係にある者）

⑤ 事前に港湾課へ申請し許可を得た船舶管理業者

トゥリバー地区マリーナ施設は、使用許可を受けた者が許可を受けた船舶のみ使用可能で

指定された場所以外に艇を置いてはならない。

無許可の船舶については、マリーナ施設を使用できないものとする。

※但し、船舶管理業者と共同使用者（クルー）の両方を同一人物が申請することはできない。

3 マリーナ内の操船について

マリーナ内の出船時(離岸)・帰船時(着岸)は上記の①から⑤の者以外は出来ない

※但し、船舶管理業者は、あくまでも修理・メンテナンス・船の管理を行うための許可であり

船のメンテナンス後テスト操船することは許可されているが、日常的に船舶管理業者が

主体となって船を使用することは許可されていません。

4 船舶の共同所有の追加について

① 既存の船舶所有者（申請者）に新規の共同所有者を追加する場合、新たに共同所有者

となった者は５年間経過した後、マリーナにおいて単独での使用及び離着岸が許可さ

れるものとする。

また、既存の船舶所有者（申請者）が共同所有から外れた場合、新規の共同所有者は

共同所有への追加後５年経過しなければマリーナ施設の更新申請は出来ないものとする。

② 船舶管理業者は管理している船舶の新たな共同所有者として申請できないものとする。

5 スロープ・駐艇場の使用について

1. 海上バースのみで許可を受けている者は、陸上バースの水道及び電気設備は使用できない。

2. 海上バースのみで許可を受けている者は、港湾課の許可を得なければスロープを

　使用できない。使用後は車両・船台・船舶等を早急にマリーナから移動しなければならない。

3. 海上バースのみで許可を受けている者は、台風対策及び船舶の故障等いかなる場合でも

港湾課の許可がなければ陸上バースを短時間であっても使用できない。

6 使用者等は次の各号に該当する行為をしてはならない。

(1) トゥリバー地区マリーナ施設使用条件２の①～⑤以外の者のみでの離岸・着岸を行うこと。

(2) マリーナ施設内で営利行為を行うこと。

(3) 施設を使用する権利を譲渡し、もしくは担保に供し、又は転貸すること。

（※バース売買の禁止）

(4) 共同浮桟橋に常時着岸し続けること。

(5) 水上バイク、サップ、シーカヤック等の使用。

(6) マリーナ内に廃棄物及び交換した部品等、その他美観を損なう物を放置すること。

(7) 管理者に無断で工作物を設置すること。

(8) 危険物及び公衆衛生上有害な物質等のマリーナ施設への持ちこみ、投棄又は放置すること。

(9) 駐艇スペース内に船以外のものを置くこと。

港内での魚釣り、遊泳等を行うこと。

飲酒し、又は酒気を帯びて操船すること。

海上及び陸上ゲートから、許可を受けていない船舶・船台等をマリーナ内に導き入れること。

7 許可申請手続き等について

許可事項の変更

・施設の使用許可を受けた期間中に許可に係る事項を変更しようとするときは、速やか

に変更手続きを行うこと。

住所又は船名の変更について

・所有者および共同使用者の住所を変更した際は遅延なく変更を届け出ること。

又、船名を変更する場合は船舶検査証等の変更手続きを行った後使用許可の変更届を提

出すること。ただし、所有者の氏名（法人にあっては名称又は代表者の氏名）の変

更は新規の許可申請となる。

使用許可の更新について

・許可の期間は許可日～次年３月３１日迄(単年度許可)であるため、継続する

場合は、年度ごとに使用許可の申請が必要。今回の提出書類と同様の添付書類が必

要。何らかの理由により手続きが遅延する場合は早急に港湾課へ連絡すること。

（２）

（３）

(10)

(11)

(12)

（１）

トゥリバー地区マリーナ施設使用条件
(重要事項）
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8 マリーナ内における作業について

マリーナ内で行う船体及び船台等の整備作業については、作業に伴って発生する

粉塵・スラグ・塗料等の飛散を防止する対策を講じ、マリーナ内設備及び他社の

財産に飛散や破損が生じた場合は早急に原状回復を行うこと。

作業前には港湾課に許可を受けなければこれらを行う事は違反行為である事を

理解しました。

9 使用者等は、マリーナ施設の使用により第三者に損害を与えた場合、又は第三者から損害を受

けた場合、その他第三者との間に紛争が生じた場合は、使用者の責任においてその損害を賠償

し、又は紛争の解決をしなければならない。

10 マリーナの管理者（宮古島市）は、艇の衝突、接触等の事故又は火災、地震、津波、台風、暴

風雨、その他不可抗力の災害による艇の破損又は盗難等の損害についてはその責任を負わない。

11 使用者等は、台風、暴風雨その他災害が発生した場合、又は発生が予想される場合は、速やか

に艇の係留場所又は駐艇場の状況等を点検し艇の安全を図り、かつほかの艇に被害を及ぼさな

いように十分な措置を講じなければならない。

12 使用者等は海上衝突予防法、船舶法、船舶職員法、その他関係法令ならびに宮古島市港湾施設

管理条例、同条例施行規則、トゥリバー地区マリーナ施設使用条件及び誓約書の内容

を遵守しなければならない。

13 使用者等は、マリーナ施設の使用について管理者が指示を与えたときは、速やかにその指示に

従わなければならない。

使用者等が次の各号のひとつに該当する場合には、管理者（宮古島市は）使用許可を取り消し、

又は原状回復を命ずることがある。当該処分により使用者等にいかなる損害が生じても管理者

はその補償を行わない。

管理者の指示に従わなかった場合。

公序良俗に反する行為があった場合。

施設を破損し又は滅失する恐れがあると認められた場合。

施設使用条件、若しくは誓約書に違反した場合。

その他、管理上支障がある場合。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）
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※下記の項目はトゥリバー地区マリーナ利用において特に重要視されますの
で他の資料も含めご確認ください。
　ご不明な点等ございましたら、港湾課までご連絡くださいますよう宜しく
お願い致します。

1 提出期限内に使用許可申請書に必要な書類を、提出すること。

2 申請者と船舶検査証書の所有者の名義を統一すること。

3 艇の売買は関知しないが、売買した時点で艇に許可されていたバースは継続使用でき
ないとする。
（※売買された艇に施設利用の権限は継承できません。【バース売買の禁止】）

4 宮古島市長より許可を受けた者及び許可を受けた船舶のみ使用可能で指定
された場所以外に艇を置いてはならない。

5 使用者等は次の各号に該当する行為をしてはならない。
　①　人寄せをし、又は物品販売を行うこと。
　②　施設を使用する権利を譲渡し、もしくは担保に供し、又は転貸すること。
　③　共同浮桟橋に利用時間外着岸し続けること。
　④　ボンベ等の道具・機材を置き続けること。
　⑤　ゴムボートやマリンジェット等の使用
　⑥　許可を受けた者以外の者のみで艇を使用すること。
　　　また、共同管理者が主体になり日常的に操船を行うこと。

※別紙具体例参照
⑦ ゴミやパーツの不法投棄

6 マリーナの管理者(宮古島市)は、艇の衝突、接触等の事故又は火災、地震、津波
台風、その他不可抗力の災害による艇の破損又は盗難等の損害についてはその
責任を負わない。

7 使用者等は、災害や点検等がある際には安全を図り、かつ他の艇に被害を及ぼさ
ないように十分な措置を講じなければならない。
(災害に備え各自で駐艇場の確保すること。)

9 使用者等が次の各号のひとつに該当する場合には、管理者(宮古島市は)使用許可
を取り消し、又は原状回復を命ずることがある。当該処分により使用者等にいか
なる損害が生じても管理者はその補償を行わない。

① 管理者の指示に従わなかった場合。
② 公序良俗に反する行為があった場合。
③ 施設破損し又は滅損する恐れがあると認められた場合。
④ 許可条件に違犯した場合。
⑤ その他、管理上支障がある場合。

宮古島市建設部港湾課
担　当：徳永、洲鎌
ＴＥＬ：0980ｰ72ｰ4876

ＦＡＸ：0980ｰ72ｰ0634

重要事項

お問い合わせ先


